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2017 年頃から、中国のネット空間で「下饺⼦」という⾔葉が⾒られ始めた。⼤量の餃⼦
を⼤鍋に放り込むというイメージである。2016 年だけでも 20 隻余りの艦艇が就役してお
り、その状況を誇らしげに表現したものだi。2024 年に⽶国防総省が発表した中国軍事⼒レ
ポートによれば、中国はすでに 140 隻の主要な⽔上戦闘艦艇を含む 370 隻の⽔上艦艇およ
び潜⽔艦を保有しているii。それでも、中国海軍の艦艇建造の勢いは⽌まらない。 

2024 年に注⽬されたのは、同年 5 ⽉に海上公試を開始した中国海軍 3 隻⽬となる空⺟「福
建」や同年 12 ⽉下旬に進⽔した 076 型強襲揚陸艦だろう。しかし、数多い艦艇建造の中で
も謎を残すのが 055 型駆逐艦の建造である。同型艦は 2015 年初頭から建造が開始されiii、
第１バッチの 8 隻がすでに就役している。055 型駆逐艦は、衛星画像で計測すると、全⻑約
180 メートル、全幅約 20 メートルで、満載排⽔量は 12,000 トンを超えるとされる戦闘艦艇
である。中国は、055 型駆逐艦を、⽶海軍の DDG-1000 ズムウォルト級に次いで世界第 2
位の強⼤さを誇る駆逐艦であるとしている。 

第１バッチの 055 型駆逐艦の主機は 4 基のガスタービン・エンジンで、これらを組み合
わせた COGAG（Combined Gas turbine And Gas turbine）⽅式である。同型艦は、兵装と
して、艦橋前部に 64 セル、ヘリコプター格納庫の艦⾸側に 48 セルの合計 112 セルの VLS
（垂直発射システム）を有し、艦⾸に 130mm砲を搭載している。この他、艦橋前部に近接
防空システム１基、ヘリコプター格納庫上に 24連装の短射程防空ミサイル発射機を有する。 

現在、上海江南造船所において第２バッチの 3番艦が建造されているが、なぜか、建造中
の船体の両側に⾼い壁を建築し、上部を環境シェルターで覆い、衛星等から建造状況を⾒ら
れないようにしている。環境シェルターは、時期によって、船体の全部を覆ったり、⼀部だ
けを覆ったりしていて、覆う部分も異なっている。 

図 1 は、上海江南造船所および 2021 年に⻑興島に建築されたiv滬東中華造船の新たな造
船所の衛星画像である。055 型駆逐艦は⾚い⻑⽅形で囲まれた地域で建造されており、⻩⾊
い⻑⽅形で囲まれた地域で 076 型強襲揚陸艦の１番艦が建造されている。江南造船所では、
多くの戦闘艦艇が建造されてきた。図 1 の画像の中にも、進⽔した空⺟「福建」、3 隻の 052D 



 
 

型駆逐艦が確認できる。 

 
図 1 上海江南造船所・滬東中華造船所（2023 年 12 ⽉ 2 ⽇） 

 
図２は、図１の⾚い⻑⽅形で囲まれた地域の拡⼤画像であり、第２バッチとしては 3 隻⽬

と考えられる 055 型駆逐艦が建造されている。第２バッチの 1 隻⽬は江南造船所の同じ区
画で、2 隻⽬は⼤連造船所で建造された。衛星画像で確認する限り、1 隻⽬は 2022 年 10 ⽉
から建造が開始されており、建造前に船体を覆うための⾼い壁が建設されている。この環境
シェルターは、恒久的な建造物ではなく、055 型駆逐艦建造のために建設されているようだ。 

2 隻⽬は、2024 年 6 ⽉初旬に撮像された衛星画像で、⼤連造船所の⼤きなドライドック
横の桟橋に係留されているのが確認された。以降、同年１２⽉４⽇（確認できる最新の光学
衛星画像の撮像⽇）まで同じ位置に係留され、艤装が⾏われている。同年 5 ⽉ 13⽇の衛星
画像では、同桟橋に同艦の姿を確認できず、当時、同艦は⼤連の⼤孤⼭造船所において建造
されていた。 
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図 2 建造中の 055 型駆逐艦・上海江南造船所（2023 年 12 ⽉ 2 ⽇） 

 
図 3 建造中の 055 型駆逐艦・上海江南造船所（2024 年 12 ⽉ 20 ⽇） 
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図３は、図２と同じ 055 型駆逐艦の、2014 年 12 ⽉ 20⽇現在の建造状況である。いずれ

も衛星や航空機から建造状況が確認できないように、環境シェルターがかけられているが、
覆っている部分が異なっているのが分かる。同艦の建造状況を継続的に⾒ていると、この 2
つの時期だけでなく、時期毎に環境シェルターで覆われている部分が異なっている。 

 
図 4 建造中の 076 型強襲揚陸艦と 2 隻の 054A 型フリゲート・滬東中華造船所（2024 年 12 ⽉ 20 ⽇） 

 

図 4 は、同じ⻑興島内の滬東中華造船で建造中の 076 型強襲揚陸艦および 2 隻の 054A 型
フリゲートである。3 隻とも船体全体を覆う環境シェルターは⾒受けられない。076 型強襲
揚陸艦は、2024 年 12 ⽉下旬に進⽔している。同艦には 1 本のカタパルトが装備されてお
り、建造中から進⽔後の現在まで、カタパルトの部分にだけ上部が⻘⾊の環境シェルターが
設置されている。これは、空⺟「福建」の建造時と同様である。中国はこれら艦艇に新しい
技術である電磁カタパルトを採⽤したとされており、新しい技術を装備する状況を⾒られた
くないと考えた可能性がある。 

もし、055 型駆逐艦にも、建造中の状況を⾒られたくない技術あるいは装備品があるのだ
とすれば、それはどのようなものだろうか。 
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考えられる技術の⼀つが、統合電気推進（統合電源⽅式）である。同型艦１番艦の建造開
始（2015 年 1 ⽉）前から、中国共産党機関紙である⼈⺠⽇報傘下の環球時報などは、055 型
駆逐艦の建造計画の経緯を⽰した上で、同艦は 052D 型駆逐艦の成熟した技術を使⽤すると
し、主機はガスタービンで、双軸、ダブルピッチ・スクリューを備えるだろうと報じていた
vが、同時に、055 型駆逐艦には新技術の検証という意義があるとも⾔われていたvi。 

当時、中国のネット上では、その新技術の中に、統合電気推進が含まれることを期待する
声が散⾒され、先述の環球時報も、『中国 055 型駆逐艦は新概念の武器を搭載し、統合電気
推進を採⽤する可能性』と題する記事を報じ、統合電気推進システムを装備した 055 型駆逐
艦の予想図を掲載するとともに、軍事専⾨家の話として、「同艦は動⼒に関して⾰新をもた
らす可能性があり、新しい概念の兵器（レールガンやレーザー兵器等）を搭載する場合は、
艦の動⼒をすべて電気に変え、コンピューターを介して艦全体の電⼒を配分するする必要が
ある」としたvii。 

上述の報道の翌⽇に同紙は、同様に、統合電気推進システムを装備した 055 型駆逐艦の予
想図を掲載し、⽶国を拠点とする Next Big Future が「同艦にはレールガンやレーザー兵器
も装備できる」と分析したことを報じているviii。同記事は、同時に、中国専⾨家の話として、
「現有艦艇と⽐較して、055 型駆逐艦は、必ずしも、質的に次世代のブレイクスルーを達成
しない可能性がある」と報じていて、故意に曖昧にしようとしているようにも⾒える。 

実は、055 型駆逐艦の建造時に船体全体に環境シェルターがかけられるのは、第２バッチ
の建造が始まってからではない。2018 年当時の衛星画像を⾒ると、2 隻の同型艦が江南造
船所の環境シェルター内で建造されている。当時の建造状況は報道もされているix。⼀⽅で、
2018 年から 2019年にかけての衛星画像を確認すると、⼤連造船所では、環境シェルターを
かけずに 2 隻の 055 型駆逐艦を建造している。第１バッチの建造における、江南造船所と
⼤連造船所の対応の違いも謎の⼀つだ。そもそも、第１バッチの 055 型駆逐艦建造におい
て、江南造船所が何を隠そうとしたのかが不明である。 

実際には、第１バッチの 8 隻に統合電気推進が採⽤されることはなかった。しかし、中国
のネット上では、引き続き、055 型駆逐艦に統合電気推進が採⽤されるという期待が⽰され
ている。2018 年 4 ⽉の記事は、「最初の 8 隻の 055 型駆逐艦を引き渡した後、中国の艦艇
を建造する造船所は改良型 055 型駆逐艦の設計・建造に移るとみられる。改良型 055 型は、
統合電気推進システムを全⾯的に採⽤し、搭載される新型艦載兵器の⽐率を⾼める⾒通しだ。 
噂されている極超⾳速対艦戦術ミサイル、海上配備型対ミサイル兵器、レールガンが 055 型
改良型駆逐艦に搭載される可能性がある」と述べているx。 



 
 

しかし、衛星画像を⾒ると、進⽔した第２バッチの 055 型駆逐艦の艦砲の形状と⼤きさ
は、第１バッチの 8 隻が搭載する 130 ミリ砲とほぼ同様である。⼀⽅で、VLS に搭載され
るミサイル等は衛星画像で確認することはできない。中国が隠したかったのが VLS である
可能性もある。建造当初、055 型駆逐艦の VLSは 128 のセルを有すると予想されていたxi。
実際には 112 のセルを装備しているが、セル数については１番艦が進⽔した時点で明らか
になるため、それ以降、隠す必要はないだろう。⼀⽅で、どのようなミサイルを発射できる
のかは、VLSおよび関連機器の構造を⾒なければ分からないため、装備状況を隠す意味があ
るかもしれない。055 型駆逐艦は、近い将来、対艦弾道ミサイル（ASMBあるいは AShBM）
を搭載する可能性があるとされるxii。 

現段階で、建造中の 055 型駆逐艦に環境シェルターをかける理由は断定できない。しか
し、中国は、⾃らの戦闘⼒を明らかにしないために、新しい武器およびそれらを運⽤するた
めに必要な電源装置や、その設置状況、あるいはそれらを装備していないことを秘匿したい
と考えている可能性がある。	
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